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「キャリアデザイン」という言葉は、雇用形態が「終身雇用制」から 

「実力主義」へと移行し、また企業内における人員削減、人材の外部調達、 

企業買収・合併などによる従来的処遇の崩壊、ＩＴの進歩による業務処理

の高度化・集中化などビジネスパターンの変化を背景に、より認識される

ようになった。 

 そこで自分の夢や目標を立て、それを叶えられるよう技術や考え方を身

につけなければならない。また、会社にあっては、会社の望む方針や行動

と自分を適合させる努力も必要となる。そのため、常に客観的に自身を見

つめ、保有技術を高めたり新技術を習得することになる。 

 自信の将来ややりたいことなどを考え、その実現のために学生時代を準

備する好機と捉え本書は以下について取り上げている。 

１．キャリアデザインと大学での学び 

２． 自分のアピールポイントを知る 

３． 社会の現状と職業者会を知る 

４． コミュニケーション力 

５． 技術者として進路を考えよう 

以上について自分自身を棚卸・点検することは、就職活動における 

エントリーシート作成にも通ずるものがある。またクラブ活動は、 

コミュニケーション力練成の機会と捉えることも出来る。 

 

 少子・高齢化が進み労働人口確保のため、就業年齢も高齢化し再就職も

常態化する中、キャリアデザインは学生だけの問題ではない。企業で主役

を後輩に譲った後も絶えず自身の就業能力を高める努力が必要となると

いえる。 



  

 



 

 

 


